
- 1 -

千
葉
常
胤
と

鎌
倉
時
代
の
千
葉
の
町
・
村

２
０
２
１
年
８
月
２
１
日

保
立
道
久

千
葉
開
府
九
〇
〇
年
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
千
葉
市
。2019

年
）

今
か
ら

893
年
前
、
平
安
時
代
後
期
の
一
一
二
六
（
大
治
元
）

年
に
千
葉
常
重
が
大
椎
か
ら
、
現
在
の
中
央
区
亥
鼻
付
近
に
本
拠

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
移
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
都
市
と
し
て
の
歴
史
が
始
ま
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
千
葉
庄
は
下
総
国
内
で
は
最
大
級
の
荘

園
で
、
陸
海
の
交
通
の
拠
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。

常
重
の
息
子
、
千
葉
常
胤
は
、
一
一
八
〇
年
八
月
に
石
橋
山
で

平
家
方
に
敗
れ
た
源
頼
朝
が
海
を
渡
っ
て
房
総
に
逃
れ
て
き
た
際

に
、
い
ち
早
く
頼
朝
の
味
方
に
つ
く
こ
と
を
決
め
、
再
起
を
た
す

け
ま
し
た
。
頼
朝
は
三
四
歳
、
常
胤
六
三
歳
。
当
時
と
し
て
は
異

例
の
高
齢
か
ら
、
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
し
ま
し
た
。
常
胤
は
、

頼
朝
に
鎌
倉
を
本
拠
と
す
る
よ
う
進
言
す
る
な
ど
、
鎌
倉
幕
府
の

創
設
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
頼
朝
は
常
胤
を
「
父
の

よ
う
に
し
た
っ
て
い
た
」
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ
千
葉
常
胤
と
鎌
倉
幕
府

①
常
胤
は
頼
朝
の
義
父

頼
朝
の
父
・
義
朝
が
「
上
総
曹
司
」

上
総
・
千
葉
氏
の
保
護
の
下
に
鎌
倉
に
入
部
し
た
伝
統
。

蜂
起
前
か
ら
の
合
意

子
の
日
胤
（
園
城
寺
僧
、
頼
朝
の
祈
祷
師
、
以
仁
王
蜂
起
で
戦
死
）
。

子
の
胤
頼
（
文
覚
を
師
）
の
北
条
訪
問
。

安
房
か
ら
常
胤
に
使
者
。
迎
え
に
参
上
と
返
事

一
一
八
〇
年
九
月
、
安
房
へ
向
か
う
前
に
下
総
で
合
戦
。

下
総
目
代
・
藤
原
親
政
（
忠
盛
婿
）
と
の
合
戦
、
殺
害
。

千
葉
結
城
浦
か
ら
頼
朝
を
下
総
国
府
に
入
れ
る
『
平
家
物
語(

延
慶
本)

』

下
総
国
府
で
頼
朝
は
初
め
て
面
会
し
た
常
胤
に
対
し
て
、「
司
馬(

常

胤)

を
も
っ
て
父
た
る
べ
き
由
」
（
『
吾
妻
鏡

』
治
承4

年9

月
条
、
司
馬
は
掾
の
唐
名)

。

一
一
八
〇
年
一
〇
月
、
富
士
川
合
戦
勝
利
後
の
軍
議
を
主
導

千
葉
常
胤
・
三
浦
義
澄
・
上
総
広
常
ら
「
ま
ず
東
夷
を
平
ぐ
の
後
、

関
西
に
至
る
べ
し
」
と
主
張
。

②
鎌
倉
入
り
直
後
の
常
胤
・
広
常
の
高
い
地
位

一
一
八
〇
年
末
広
常
の
宅
か
ら
、
頼
朝
、
新
造
幕
府
に
入
御

翌
八
一
年
、
常
胤
、
一
月
鶴
岡
八
幡
宮
社
参
の
椀
版
沙
汰
人

常
胤
・
広
常
は
御
家
人
ト
ッ
プ

「
慕
っ
て
い
た
」･

･
･
･

←
「
義
父
」

常
胤
の
義
父
と
し
て
の
行
動

八
一
年
六
月
、
大
姫
六
歳
小
御
所
新
造
・
移
転
も
沙
汰

【
仮
説
】
広
常
は
義
経
、
常
胤
は
大
姫
の
世
話
。

八
二
年
三
月
、
政
子
の
頼
家
妊
娠
、
常
胤
妻
が
腹
帯
調
進
。
嫡
子

胤
正
が
届
け
る
。

八
二
年
八
月
、
頼
家
誕
生
の
お
七
夜
、
家
内
を
挙
げ
て
主
催
。

（
常
胤
の
権
威
、
極
点
）

頼
朝
・
義
仲
同
盟
を
主
導

以
仁
王
の
遺
児
を
推
戴
す
る
路
線･
･
･
･

広
常
の
差
配

③
常
胤
・
広
常
の
幕
府
中
枢
か
ら
の
疎
外

八
三
年
三
月
木
曽
義
高
（
一
一
歳
）
と
大
姫
（
八
歳
）
の
婚
姻

通
説
は
五
歳
と
さ
れ
る
。
頼
朝
が
伊
藤
祐
親
娘
と
政
子
に
同

時
に
通
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た(

保
立
『
中
世
の
国
土
高
権
と

天
皇･

武
家
』https://note.com

/m
ichihisahotate/

参
照
）

木
曽
義
仲
破
竹
の
進
撃
。
七
月
入
京
。
頼
朝
の
反
発

広
常
、
八
三
年
冬
、
誅
殺
。

翌
八
四
年
一
月
義
経
入
京
。
義
仲
殺
害
。

同
四
月
に
頼
朝
が
義
高
殺
害
。
大
姫
、
心
を
病
む
。

常
胤
は
大
姫
保
護
者
と
し
て
大
姫
と
義
高
の
関
係
に
も
関
与
せ
ざ

る
を
え
な
い
立
場
。
苦
衷
。

④
常
胤
の
評
価―

―

悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
。

永
井
路
子
『
炎
環
』。
鎌
倉
幕
府
。
テ
ロ
に
続
く
テ
ロ

千
葉
氏
と
三
浦
氏

三
浦
義
村
は
同
族
の
和
田
義
盛
を
裏
切
っ
た
。

和
田
合
戦
の
後
の
正
月
鶴
岡
椀
飯
の
際
、
常
胤
の
曾
孫
・
胤
綱
が

座
上
に
座
っ
て
い
る
義
村
の
上
に
座
ろ
う
と
し
て
、「
下
総
犬
は
ふ

し
ど
を
し
ら
ぬ
ぞ
と
よ
」
と
罵
ら
れ
、「
三
浦
犬
は
友
を
食
ら
ふ
也
」

と
罵
り
返
し
た
。

広
常
誅
殺
後
の
冷
遇
を
甘
受
し
た
千
葉
氏
の
誇
り
を
物
語
る
。

頼
朝
ほ
ど
猜
疑
心
が
強
い
武
王
で
な
け
れ
ば
、
常
胤
・
広
常
．
そ
れ
故
、

下
総
・
上
総
が
、
武
家
幕
府
の
中
枢
に
居
続
け
た
か
も
知
れ
な
い
。

Ⅱ
「
千
葉
開
府
」
と
千
葉
氏
の
館

①
千
葉
町
は
河
曲
駅
の
継
承

か

わ

わ

六
世
紀
、
千
葉
国
造
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。

開
府
九
〇
〇
年
よ
り
ず
っ
と
古
く
、
よ
り
長
い

視
野
が
必
要
。

郡
衙
ー
千
葉
寺
か
ら
北
。
郡
寺
ー
千
葉
寺･

･
･
･

簗
瀬
裕
一
説

下
総
の
駅( ｢

延
喜
式｣

兵
部
省)

そ
の
位
置･

･
･
･

井
上
駅
（
国
府
周
辺
、
市
川
市
）
、
浮
島
駅
（
幕
張
）

河
曲
駅
（
通
説
、
猪
鼻
南
の
寒
川
村
）

私
説･

･
よ
り
猪
鼻
台
に
近
い
か
。

猪
鼻
台
下
の
現
県
立
図
書
館
近
辺
。（
軍
事
用
）
駅
馬
一
〇
疋

河
曲
の
地
名
。
猪
鼻
台
か
ら
都
川
の
屈
曲
、
葭
川
の
乱
流
を
見
た
。

千
葉
氏
の
根
拠
地
は
千
葉
寺
北
。
猪
鼻
台
南
？

そ
こ
か
ら
都
川
北
部
へ
の
開
発
計
画
。

普
通
、
領
主
本
宅
と
市
町
は
離
れ
て
い
る
。

②
千
葉
開
府
一
一
二
六(

大
治
元)
年････

そ
の
ま
ま
依
拠
で
き
る
か

『
千
学
集
抜
粋
』

大
治
元
年
丙
午
六
月
朔
、
初
め
て
千
葉
を
立
つ
。
凡
そ
一
萬
六
千

軒
也
。
表
八
千
軒
、
裏
八
千
軒
、
小
路
表
裏
五
百
八
十
餘
小
路
也
。

（
中
略
）。
千
葉
御
神
事
は
、
大
治
二
年
丁
末
七
月
十
六
日
よ
り
始

ま
る
也
。
七
世
常
重
（
常
胤
父
）
御
代
の
事
也
。

『
千
学
集
抜
粋
』
。
妙
見
宮
を
中
心
に
中
世
の
情
報
が
含
む

重
要
資
料
。
人
口
は
多
す
ぎ
る
。
慎
重
な
扱
い
が
必
要
。

③
千
葉
市
行
事
と
し
て
維
持
し
て
よ
い
歴
史
的
理
由

･
･
･

白
河
院
末
年
。
院
領
庄
園
千
葉
庄
立
庄
の
年

千
葉
庄
は
八
条
門
院
領
。

八
条
院
（
暲
子
、
鳥
羽
天
皇
皇
女
）
領
の
庄
園
で
あ
る
証
拠
が
あ

り
、
立
荘
の
時
代
が
だ
い
た
い
合
致
。
八
条
院
は
以
仁
王
（
及
び

遺
児
）
の
保
護
者
。
千
葉
氏
の
行
動
の
前
提

立
荘
の
仲
介
は
源
頼
政
の
父
、
下
総
国
司
源
仲
政

仲
政
元
永
一
年
（
一
一
一
八
）
下
総
守
証
あ
り
、

立
荘
の
当
事
者
は
常
胤
の
父
、
常
重
か

「
先
祖
千
葉
大
夫
、
元
永
以
後
、
当
庄
の
検
非
違
所
た
り
」『
吾
妻
鏡
』

千
葉
郷
全
域
を
対
象
と
す
る
巨
大
庄
園
。

非
常
に
大
規
模
な
動
き
。
頼
政
と
の
関
係

④
た
だ
し
「
猪
鼻
城
＝
千
葉
城
」
は
正
し
く
な
い

猪
鼻
台
に
つ
い
て
の
研
究
の
現
状

十
三
世
紀
ま
で
館
と
い
え
る
建
物
な
し
。
十
四
世
紀
の
館
遺
構
は

千
葉
氏
関
係
だ
が
、
性
格
不
明
。
戦
国
期
は
生
実
の
原
氏
か
。

千
葉
氏
の
館
城
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

儀
式
用
の
「
カ
ワ
ラ
ケ
」
が
お
も
な
遺
物
。

「
湊
の
み
え
る
丘
」
。
灯
台
の
機
能
。
墓
域
ま
た
神
祠
の
あ
る
聖
域
。
品

川
の
「
御
殿
山
」
。
宮
城
県
の
松
島
の
よ
う
な
港
の
そ
ば
の
聖
地
。
四
〇

年
近
く
前
、
六
浦
の
「
上
行
寺
東
遺
跡
」
の
保
存
運
動
の
中
で
常
識
化
。
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後
詰
め
の
城
で
は
あ
っ
た･

･
･
･

武
士
は
後
山
に
逃
げ
込
む
。

美
濃
源
氏
光
国
、
源
義
家
の
急
襲
を
受
け
逃
げ
込
む(

『
古
事
談
』
第
四)

千
葉
県
教
委
（
Ｈ
Ｐ
）
は
千
葉
市
の
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
は
違
っ
て
、

猪
鼻
が
城
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
城
と
い
う
と
徳
川
時
代
の
城
を
イ
メ

ー
ジ
し
、
そ
れ
を
郷
土
自
慢
と
す
る
の
は
事
実
に
あ
わ
な
い
。

千
葉
市
に
と
っ
て
重
要
な
観
光
資
源
。
「
千
葉
城
」
建
設
時

に
必
要
な
調
査
と
保
存
が
さ
れ
な
い
ま
ま
遺
跡
の
多
く
が
破

壊
。
後
詰
め
の
城
の
機
能
を
含
め
、
残
存
物
に
基
づ
き
復
元

推
定
す
る
困
難
な
作
業
を
残
し
た
。

⑤
千
葉
氏
の
館
は
ど
こ
か
？

十
四
世
紀
ま
で
の
武
士
領
主
の
館
は
平
城
、
土
塁
・
堀

頼
朝
安
房
上
陸
の
後
、
使
者
常
胤
館
に
到
着(

『
吾
妻
鏡
』)

常
胤
邸
「
門
前
」
で
案
内
を
請
い
「
客
亭
」
に
通
さ
れ
た
と
あ
る
。

常
胤
は
門
客
を
率
い
て
参
上
す
る
と
答
え
た
。

客
亭
が
あ
り
、
周
辺
に
は
門
客
の
家
。

千
葉
氏
館
の
場
所―

―

千
葉
地
方
裁
判
所
、
方
一
町
（

㍍
）
？
。

100

千
葉
氏
の
館
に
ふ
さ
わ
し
い
（
方
形
館
）
。
明
治
の
初
め
ま
で

は
土
居
と
堀
に
囲
ま
れ
て
い
た
。

徳
川
期
の
千
葉
町
絵
図
に
「
御
殿
前
、
御
殿
入
口
」

第
二
候
補
「
千
葉
庄
堀
内
光
明
院
」（
現
在
地
寒
川
神
社
南
）
？

一
般
に
武
士
領
主
の
館
は
市
町
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ

一
般
に
発
掘
調
査
な
し
に
は
確
定
で
き
な
い
。

Ⅲ
「
千
葉
開
府
」
と
千
葉
の
市
町

①
「
大
治
元
年
、
初
め
て
千
葉
を
立
つ
」
の
意
味
。

×

館
・
城
を
立
て
る
で
は
な
い
。

×
「
常
重
が
亥
鼻
付
近
に
本
拠
を
移
し
た
こ
と
に
よ

り
、
本
市
の
都
市
と
し
て
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
」

○
『
千
学
集
』
は
「
千
葉
の
市
町
を
立
つ
」
と
い
う
意
味
で
使
用
。

（
よ
り
正
確
に
は
「
立
庄
」）

下
総
最
大
の
都
市
、
中
心
地
と
し
て
発
展
の
起
点

国
府
（
市
川
市
）
に
対
し
て

②
市
町
興
行････

「
市
町
を
立
て
る
」

「
市
町
興
行
。
市
町
は
、
辻
・
小
路
を
通
し
、
見
世
棚
を
構
え

し
め
、
絹
布
之
類
・
贄
・
菓
子
、
売
買
之
便
有
る
の
様
に
相
計

ら
ふ
べ
き
な
り
、
招
き
居
う
べ
き
の
輩
は
、
鍜
治
・
鋳
物
師
・

番
匠
・
廻
船
人
・
梶
取
・
商
人
・
酒
売
・
土
器
作
・
白
拍
子
・

遊
女
・
夜
発
の
輩
・
・
・
」

『
庭
訓
往
来
』(

南
北
朝
期
の
成
立)

歴
史
学
と
庶
民
の
立
場･

･
･
･

庶
民
の
集
ま
り
が
町
を
作
る
。

棚世見と屋町

③
一
筋
町
か
ら
辻
町
へ

（
自
然
発
生
）―

―
→

都
市
計
画
）
安
芸
国
沼
田
庄

辻
と
小
路
を
通
し
、
見
世
棚
を
構
え
さ
せ
、
絹
・
贄
・
菓
子
（
平

野
の
産
物
、
海
の
産
物
、
山
の
木
の
み
）
な
ど
を
売
買
す
る
。
町

に
は
商
工
民
を
集
め
て
、
据
え
る
（
町
屋
を
作
ら
せ
る
）
。

辻
は
道
路
の
分
岐
、
三
辻
を
意
味
（
だ
か
ら
四
辻
と
い
う
）。

←
尾
張
国
富
田
荘
絵
図

萱
津
宿
（
鎌
倉
時
代
）

「
一
筋
町
」

こ
の
図
の
北
に
「
市
庭
」
。

ま
だ
辻
は
な
い
。

←
安
芸
国
沼
田
庄
の
市
町

「
辻
町
」

ー
ー
両
端
に
「
辻
」、
中
に
小
路
を
通
す

ミ
ド
リ
ム
シ
の
よ
う
な
形

「
辻
」
は
ツ
ム
ジ
と
同
じ
で
物

が
会
う
こ
と
。

普
通
は
三
辻
に
な
る
。

④
鎌
倉
時
代
の
千
葉
町

非
常
に
小
さ
い
と
こ
ろ
か
ら
発
展
し
た
、
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徳
川
期
の
千
葉
町
図
、
現
状
の
地
籍
図

本
町
通
（
千
葉
神
社
・
郵
便
局
・
美
術
館
）
と
吾
妻
町
通
（
裏
町

通
）
の
作
る
細
長
い
長
円
形

【
明
治
地
籍
図
ト
レ
ー
ス
（
簗
瀬
裕
一
）】

【
徳
川
時
代
、
千
葉
町
絵
図
】
（
郷
土
博
物
館
寄
託
）

鎌
倉
に
似
た
都
市
計
画
。
十
三
世
紀
半
ば
（
簗
瀬
裕
一
）

北
側
に
横
道
（
通
町
通
）
を
通
す
。

妙
見
（
現
在
の
千
葉
神
社
）・
八
幡
区
域
の
形
成

都
市
の
北
の
中
心
に
鎌
倉
鶴
岡
の
よ
う
に
八
幡
宮
を
置
く
。

千
葉
は
さ
ら
に
北
斗
神
＝
妙
見
宮
を
そ
の
北
に
置
く
。

辻
町
の
形
成
は
そ
れ
以
前

鎌
倉
時
代
初
期
か
、
平
安
時
代
末
期
か
。

大
治
元
年
（
一
一
二
六
）
ま
で
上
る
か
ど
う
か

砂
州
の
上
の
二
本
の
道
ー
ー
周
囲
は
湿
地
、
水
田
。

一
二
世
紀
頃
は
町
の
道
は
一
本
？
こ
の
時
は
本
町
通
り
の
み
？

実
情
の
解
明
は
今
後
の
考
古
学
的
調
査
に
期
待
。

⑤
富
と
酒
屋

「
千
葉
売
り
酒
」
の
史
料

「
仰
せ
か
ぶ
り
て
候
、
御
客
人
の
御
儲
け
の
事
」
と
始
ま
る
手
紙

県
史
で
は
「
御
ま
う
人
」
と
読
む
が
、
「
ま
ら
人
（
ま
ら
う
ど
）
」

の
間
違
い
。
客
人
の
た
め
の
「
御
ま
う
け
（
設
、
儲
）
」
の
相
談
。

「
千
葉
に
て
う
り
酒
な
ん
ど
候
は
ば
、
買
ふ
べ
き
由
」

、

鎌
倉
時
代
後
期
、
幕
府
は
、
鎌
倉
市
中
の
酒
甕
を
叩
き
割
っ
た

り
、
東
国
の
「
沽
酒
」
「
市
酒
」
の
販
売
禁
止
令
を
発
し
た
。

い
ち
ざ
け

こ
の
史
料
は
東
国
地
方
都
市
の
唯
一
の
「
売
酒
」
史
料

千
葉
市
街
地
の
発
掘
調
査
に
期
待
。

市
庭
に

酒
屋

が
酒
壺
を

出
し
て
る

拡
大

備
前
福
岡
市
の
情
景
（
高
校
歴
史
教
科
書
で
は
必
ず
で
る
絵
）

（『
一
遍
聖
絵
』）

⑥
有
徳
の
女
房

「
胡
蝶
陳
状
」

千
葉
氏
の
法
廷
に
提
出
さ
れ
た
訴
訟
の
答
弁
書

四
歳
の
時
か
ら
の
養
母
に
譲
ら
れ
た
下
女
の
売
券
を
守
り
袋

に
い
れ
て
大
切
に
し
て
い
た
の
に
、
そ
れ
を
奪
お
う
と
す
る

不
当
を
訴
え
る
。
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彼
女
自
身
の
筆
跡
。
相
当
の
教
養
（
二
〇
代
、
三
〇
代
？
）

農
村
の
住
人
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

身
分
は
、
千
葉
氏
に
つ
か
え
る
女
房
か
。
巫
女
か
。

生
業
は
あ
る
い
は
酒
屋
か
。
あ
る
い
は
遊
女
か
。

酒
売
り
は
し
ば
し
ば
女
性

「
売
酒
家
の
徳
人
（
豊
か
な
人
）
の
尼
」（
『
沙
石
集
』
巻
六
）

『
頬
焼
阿
弥
陀
物
語
』
（
絵
巻
、『
沙
石
集
』
巻
二
）

「
鎌
倉
に
町
の
局
と
や
ら
ん
聞
し
徳
人
あ
り
」

下
人
を
折
檻
し
た
が
阿
弥
陀
が
身
代
わ
り
と
な
っ
た
。

⑦
日
蓮
聖
人
と
千
葉

売
り
酒
・
胡
蝶
の
文
書
。
中
山
法
華
経
寺
文
書
。

裏
返
し
て
日
蓮
が
御
経
の
用
紙
と
し
た
。
日
蓮
が
さ
わ
っ
た
紙
。

中
山
法
華
経
寺
開
基
、
富
木
常
忍
＝
日
常
の
現
世
利
益
の
思
想

「
御
徳
の
種
の
籾
二
石
」
を
送
り
、
「
十
年
励
め
」
と
忠
告
（
日
常

書
状
『
鎌
倉
遺
文
』19554

）

富
木
常
忍
は
千
葉
氏
の
重
臣
。
市
川
の
国
府
を
お
さ
え
て
い
た
。

法
廷
で
扱
っ
た
訴
訟
の
用
済
み
文
書
を
日
蓮
に
回
し
た
。

東
国
で
は
有
徳
人
（
商
人
）
が
し
ば
し
ば
日
蓮
宗
に
入
信

本
円
寺

日
蓮
の
旅
宿
跡
。
日
蓮
宗
の
富
の
思
想
の
影
響

Ⅳ
千
葉
の
市
庭
・
湊
と
住
人

①
市
と
「
市
の
平
和
」
に
つ
い
て

以
前
の
古
い
考
え
方

一
四
世
紀
以
降
に
定
期
市
が
で
き
る
。
そ
の
前
は
自
給
経
済
。

「
市
の
平
和
」
の
政
策
理
念

平
泉
征
服
の
後
の
奥
州
奉
行
が
「
所
領
内
に
市
を
立
て
」
た
こ
と

が
頼
朝
か
ら
「
凡
そ
国
中
静
謐
の
由
」
と
賞
賛
さ
れ
た
（
『
吾
妻
鏡
』
文
治

五
年
十
一
月)

。千
葉
で
も
同
じ
こ
と
、
平
安
末
期
に
さ
か
の
ぼ
る
。

②
河
原
の
市････

無
縁
の
場

市
の
平
和
の
た
め
に
は
市
庭
は
無
縁･

･
･
･

多
く
は
河
原

都
川
の
河
原
か
ら
南
に
市
庭
（
徳
川
期
町
絵
図
に
「
町
方
市
庭
」

千
葉
町
と
市
庭
の
セ
ッ
ト
は
き
わ
め
て
貴
重
な
事
例

③
千
葉
の
湊
は
ど
こ
か

港
の
そ
ば
に
海
民
、
商
工
民
、
そ
し
て
領
主
が
館
を
構
え
る
。

④
千
葉
氏
と
水
上
交
通

（
イ
）
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
い
る
。

（
ロ
）
下
総
東
西
を
横
断
す
る
支
配
・
交
通
網

非
常
に
広
い
交
通
領
域
を
も
つ

銚
子
・
霞
ヶ
浦
。
印
旛
沼
か
ら
鎌
倉
に
繋
が
る
東
西
交
通
（
三
﨑

庄
か
ら
千
葉
庄
）

律
宗
の
寺
院
の
分
布
ル
ー
ト

千
葉
の
港
を
、
考
古
・
地
質
学
の
協
力
で
明
ら
か

に
す
る
。
地
震
液
状
化
の
地
盤
調
査
と
共
通
。

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
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３
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司
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葉
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史
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史
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Ⅴ
武
士
領
主
と
村
ー
ー
寺
山
郷
百
姓
橘
重
光
重

訴
状
を
読
む
。

①
千
葉
家
臣
団
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
た
か

千
葉
町
に
は
す
ん
で
い
な
い
。
守
護
の
吏
僚
は
い
た
ろ
う
が
。

家
臣
集
住
は
足
利
時
代
後
期
？

下
総
の
谷
戸
田
の
丘
に
住
ん
で
い
た

谷
戸
田
を
開
発
し
、
広
く
下
総
中
に
付
き
合
い
を
も
つ
領
主
た
ち
。

②
交
通
路
に
そ
っ
た
領
主
の
連
合

千
葉
町
と
繋
が
る
交
通
路
に
そ
っ
て

こ
れ
は
平
安
時
代
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
変
わ
ら
な
い
。

千
葉
氏
の
歴
史
は
谷
戸
田
領
主
の
合
従
連
衡

千
葉
宗
家
が
十
五
世
紀
東
国
足
利
内
紛
（
享
徳
の
乱
）
で
千
葉
か

ら
平
山
に
移
動
な
ど
も
同
じ
問
題

③
「
大
治
元
年
、
初
め
て
千
葉
を
立
つ
」
の
最
後
の
謎

常
重
が
大
椎
か
ら
遷
っ
た
こ
と
（
事
実
確
認
不
能
）。

九
〇
〇
年
の
時
ま
で
に
謎
が
と
け
る
か
ど
う
か
。

④
領
主
寺
山
殿
の
乱
暴
へ
の
百
姓
の
抗
議

要
約
。
名
主
の
寺
山
殿
が
理
由
な
く
、
言
葉
だ
け
の
訴
訟
を
企
て
、

重
光
に
罪
科
が
あ
る
と
号
し
て
、
田
畠
を
刈
り
取
り
、
御
領
を
追

い
出
し
た
。
困
っ
て
い
る
。

寺
山
殿
が
橘
重
光
を
脅
迫
。

御
大
田
植
の
祭
の
と
き
に
忌
中
で
仏
事
を
し
た
の
が
け
し
か

ら
ん
。
死
罪
に
処
す
。

⑤
寺
山
郷
と
は
ど
こ
か
。

若
葉
区
寺
山
の
二
十
五
里
城
を
寺
山
城
と
い
っ
た

つ

う

へ

い

じ

ま
と
め

歴
史
の
破
壊
。

（
イ
）
明
治
維
新
・
廃
仏
毀
釈
。
千
学
集
原
本
も
残

ら
な
い
。

（
ロ
）
ア
ジ
ア
・
ア
メ
リ
カ
戦
争
、
千
葉
大
空
襲

(

ハ)

「
高
度
成
長
」
・
乱
開
発
。

文
化
の
豊
か
さ
は
「
民
富
」
と
社
会
の
幸
せ
。

①
千
葉
市
開
府
八
〇
〇
年
を
大
正
末
年
に
開
催

の
伝
統

全
国
で
七
七
番
目
と
市
制
施
行
が
遅
れ
た
が
、
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
に
実
現
し
都
市
計
画
の
基
礎
が
で

き
た
。

②
都
市
計
画
の
中
に
遺
跡
発
掘
と
保
存
を
入
れ

て
ほ
し
い
。

現
在
の
地
図
と
歴
史
研
究
結
果
を
重
ね
た
中
世
千
葉

町
の
図
の
作
成
。

文
化
財
破
壊
の
結
果
を
振
り
返
り
、
研
究
・
調
査
・

保
存
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

③
歴
史
教
育
を
史
料
と
事
実
に
も
と
づ
い
て

小
学
生
に
は
分
か
り
や
す
く
。

中
学
生
に
は
筋
道
を
立
て
て
。

高
校
生
に
は
文
化
財
破
壊
の
歴
史
も
伝
え
る
。

千
葉
は
（
鎌
倉
以
外
で
）
関
東
で
最
も

よ
く
中
世
都
市
が
分
か
る
町
。
研
究
は

発
掘
調
査
に
よ
る
ほ
か
な
い
。
鎌
倉
の

よ
う
に
市
内
で
改
築
の
た
び
に
発
掘
調

査
を
。
鎌
倉
と
競
争
し
て
ほ
し
い
。


